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ネ ッ トワー ク化 され た

ワー クス テー一シ ョンの 利用環境(II)

情報処理センター 横 田 浩

1.は じめ に

一昨年秋 に導入 されたネ ッ トワークシステムNUICE[1]は
,利 用者 も順調に増加 し,

有効に利用 されつつあ ります。 しかしながら,利 用者の増加や学内外のネ ッ トワーク

システムへの対応を考えると,そ のままのシステムでは不都合が生 じています。そこ

で,本 年度には一部ハー ドウェアの増強を行 うとともに,(授 業用器 クラスの)環 境設

定なども変更 しま した。本稿では,昨 年の報告[2]以 降に追加変更 された部分について

の概説を行います(1994年8 .月1日現在)。

2.ハ ー ドウ ェアの 増強 に伴 う変 更

本 年 度 の設備 関係 で は,ワ ー クステ ー シ ョンネ ッ トワー ク システ ム に も う一 台 の

NISス レブサ ーバipx3(server3)を 導 入 しま した(図1)。 さらに
,メ モ リ関係 を増強

しま した。(7月15日 に実施)

ipx3の 導 入 は,先 の報告[2]に も述べ た よ うに,授 業 では0部 のipcが 他 と対等 で は

ない とい う問題 を解 決す る と ともに,NISマ スタサー バで あるsparc2(center)の 負 担

を軽 減す る こ とにあ ります。

これ に よ って,sparc2を 学外 ネ ッ トワー ク システ ム の メイル サ ーバ と して使 用 す

る こ とが可能 にな ります。 学外 ネ ッ トワー クシステ ムへ の加入 のた めの1つ のハ ー ド

ル が ク リア され た こ とにな ります。ただ,学 生 のユーザ 管理 な どの問題 は残 るので
,別

の メール サ ーバ機 を設置 す る方 がベ ターで は ないか と思 われ ます。

なお,ipx3の 導入 に伴 い,第3電 算 実習室 のipcの ホス ト名 を一部変 更 しま した(図

2)。 これ に よって,ホ ス ト名 は順 番 にな ります。 しか しな が ら,真 中の2列 か らipx2

を使 用す る(SASやArc/lnfoな ど)こ とには変 わ りは あ りませ ん。ipx1(server1)関 係

は変 更 あ りませ んが,教 卓 に向か って左 の2列 か らSASな どを使 用す る とき にはipx3

(server3)を 使 用す る こ とに な ります。(sparc2か らSASは 削除 しま した。)

メモ リ関係 は,主 と してArc/lnfoを 使 用す るipx2を 増 強 しま した。 主 メモ リを

32MBか ら48MBに 増 やす とと もに,磁 気 デ ィス ク も増 や しま した。 そ の他 も若干 の

増強 を行 ってい ます。ただ,こ れ につい て は利 用者個 人 は意識 す る必 要 はあ りませ ん。

一35一



「奈良大学情報処理セソター年報Nd5」

ACOS430/70

第1シ ス テ ム室

他 に ス タ ン ドア ロ ン

の み のPC9801note

nvが35台 、25台 ず つ

あ る。

i
一 PC-980iVM21-' ¶====「 ・
』

一1

"、

35台

第1実 習 室

35台

1

凸 、

25台

第2実 習 室

25台

L

覧

J

PC-980工notenv

1彌
盧

■艦一 i 循

他 にiris,PC9801FA,

SS-net(annex),X端 末

等 が あ るが,教 育 で は 原

則 と して使 用 しな い 。

1⑪
1'圏圏

convexC-4320

i

convex

●

、

● ●

communication

server

、 1

i

口 口

sparc2
SunSPARCstation2

第2シ ス テム室
centerロ

∠∠重',

==〕 冒'

葺 、、 】襲 、
一一 -

口[]

0-

ipx3

server3

ipx2ipxl

server2
0

・

「

・

served

SunSPARC
・

..

ノi9

「L.▼1】 「v

陰・iτコ
一一

L

一一】

医 …i醍 ・勢・::::L・11 殴…口
∠嘱メ'1翫 ヨ璽「Lへ

L ∠6'≠1配 顛 摯」＼ 1 ".陳 コ＼'
' 一 、 一ノ ■i一

口 口 00 []

脚

●

口
ipc25-

ipc35

-

、1

ipc13-ipcl-

ipc24ipc12

SunSPARC
一

stationIPC
¥肖 繭 、

一
、 ▼ 〕 〕,

ノ塵!1_¥=L、 一

、 6L
亀塵 ーチ1情 …＼ 14' 、、t「 ＼

11台 12台 12台

第3実 習 室

図1更 新後のネッ トワー ク概念 図

一36一



ホ ス ト名

1机 の番号

雪
i

プ リ ン タ は す べ て

SPARCprinter

(PostScript対 応)

國
第2シ ステム室へ

i 墨 》4 i

____ipx3
』

____ipx2

server2
_..重px1printer

ipx3
printer
ipx2

printer
ipx1server3 serverl

口 口 由曲 謄
ipc25

/325

ipc19

1319

ipc13

1313

ipc7

1307

ipcl

1301

..
4 C[C

→

→
ipc31

Z331

__.`.

ipc26

1326

ipc20

1320

ipc14

1314

ipc8

1308

ipc2

1302

ipc32

1332
一 一

囚

一 一

ipc27

1327

ipc21

Z321

ipc15

1315

ipc9

1309

ipc3

Z303

巨iC

ipc33

1333

ipc28

1328

ipc22

1322

ipc16

1316

ipc10

1310

ipc4

1304

ipc34

1334

一

4

-一

占

ipc29

1329

ipc23

1323

ipc17

[317

ipcll

1311

ipc5

1305

=
闘圏 一

ipc35

1335

ipc30

1330

ipc24

1324

ipc18

1318

ipc12

1312

ipc6

/306
口

図2第3電 算実習室の配置

「蹴
海
汁
糠
蒲
鑑
誉
幅
膏
て
黛
ー
斌
蝿

否

O
」



「奈良大学情報処理セソター年報Na5」

また,第1,2電 算 実習室 で は,今 までNUICEへ は,ノ ー ト型パ ソ コンで しか接続

で きませ んで した が,0方 のケー ブル をデ ス ク トップのPC-9801VMに 変 更 しま した

ので,PC-9801VMか ら もワー クステー シ ョンやconvexが 使 用 で きる よ うにな りま し

た(図1)。 つ ま り,PC-9801VMとPC-9801notenvの いずれ か らで も使 用 で きます。

使 用 方法[3]は 全 く同 じです。

以上 がハ ー ドウェア関係 の変 更です。SASやArc/Infoを 使 われ る方や 第1,2電 算

実習 室 か らconvexのSPSSな どを使 用 され る方 は ご注 意 下 さい。

3.授 業用の環境設定などの変更

授業用のクラスの環境設定等についても先に報告 しました図。 しかしながら,そ

の後の使 用を見てい ると,い ろいろ と不都合が生 じてきま した。そこで,今 回,か な り

大きな変更を行 うことに しました。以下にその内容について解説 します[4]。

パスを通せば一般 の教職員の方 も(ホ ームデ ィレク トリ以外 は)使 用できます 同。

1.授 業 用の フ ァイル は原 則 と して/homeの 下 にま とめ る。 ただ し,今 まで の操 作

を変 更 しない よ うに,一 部 は/usr/localの 下 に置 い た まま にす る。 これ らは

(mailを 除 き)サ ー バ機ipx上 にあ り,ipcで はNFSマ ウン トして使 用 す る。

なお 、FORTRAN77,PASCALは 現在sparc2の み(FORTRAN77はconvexも)

で使 用 で きます。ipx1な どにイ ンス トール す るか否 か につ いて は検討 中です。

以 下,/homeと/usr/loca1の 内容 につい て簡 単 にま とめ る。

/home/bin

で き るだ けシ ェル ス ク リプ トを作 成 し,/home/binの 中に格納 す る。 こ う

す る と,変 更 が あ って も3台 の サ ーバ機 のみ の変 更 です み,35も の各ユ ー

ザ の環 境設 定 を変 え る必要 が な くなる。また,emacs,f77,pcな どの アプ リ

ケー シ ョン ソフ トウェア も格納す る(f77,pcは 検討 中)。

現在 は,emacs,lpr1,lpr2,lpr3,dviprt1,dviprt2,dviprt3が あ る。

/home/env

授業 用 の環境 設 定 フ ァイル を.(ド ッ ト)をdotに 変 更 した フ ァイル名 で保

存す る。各ユ ー ザの フ ァイル が壊 れ た時 は この フ ァイル を複 写 して修 復す

る。convex用 はcdotに 変 更 して あ る。

/home/sample

教員 が授 業 で使 用す るデー タ ファイル な どを格納 す るデ ィレク トリであ る。

通常 は この 下 に教 員 のbザ 名(yokotahな ど)の サ ブデ ィ レク トリを作成
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し,そ の下 にデ ー タを記憶 させ る。

利 用 を希 望 され る教員 の方 はセ ンター まで連 絡 を して下 さい。

/home/.301な ど

授業 用 の ホー ムデ ィ レク トリ。Sunの ワー クステ ー シ ョン専用。

/home/BOlcな ど

授 業用 の ホー ムデ ィ レク トリ。Sunを 経 由 してconvexを 利 用す るユ ーザ

のホー ム デ ィ レク トリ。

/home/fFf

フ ロ ッピ ィ ・デ ィス クを通常 の デ ィレク トリと して扱 うた め に必 要 な フ ァ

イ ル(newfsさ れ た フ ロ ッピ ィ ・デ ィス クの 中身)。

/home/libtex[/usr/local/lib/tex,/usr/loca1/lib/dvi2psか らlink]

憩丁亘Xを 使 用す るた めに必 要 なデー タ な どを記憶す るデ ィ レク トリ同 。

/home/fortran(イ ンス トール を検討 中)

FORTRAN77を 使 用す るた めに必要 なデータな どを記憶す るデ ィレク トリ。

/home/pascal(イ ンス トール を検 討 中)

PASCALを 使 用す るた めに必要 なデー タ な どを記憶す るデ ィレク トリ。

/usr/local/bin
一般 ユ ーザ用 のプ ログラ ムや シ ェル ス ク リプ トを記 憶す るデ ィ レク トリ

。

授 業 用 には,Mount,Umount,latex(tex),dvi2ps,dvi2ttyな どが記憶 され

て い る。

/usr/local/emacs

エ デ ィタemacs用 デ ー タ フ ァイ ル を 記 憶 す るデ ィ レク トリ。

center:/var/spoolmail

電 子 メ ー ル を記 憶 す る デ ィ レ ク トリ。 電 子 メ ー ル は 、研 究 ・授 業 を 問 わ ず

sparc2(center)に て 管 理 す る。

2.授 業用 の環境 設定 ファイル を,実 際の授業 で の使 用経験 を踏 ま えて変 更 した。一

部,所 有権 を43masterに して,学 生 が勝 手 に変 更で き ない よ うに して あ る。

.cshrc

パ ス を/home/binに も通 し,coreを0か ら4に 変 更 した([2]の 追 記)。lpr1,

lpr2を エ イ リア ス か ら削 除 し,シ ェル ス ク リプ トに した 。
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path

alias

alias

alias

alias

alias

cd

copy

move

remove

pwd

sttyerase

sttykill

/usr/openwin/bin/usr/local/bin

/home/bin/usr/lib/sas$path

,cd＼1*;echo

,cp-i,

'mv-i'

'rm-i'

'echo$cwd'

,^h,

,^u,

.login

setenv環 境 を追加 した([2]の 追記)。 フ ロ ッピィ ・デ ィスクのマ ウン ト時に

ホー ムデ ィ レク トリを/uflopに 変 更す る よ うに した。OpenWindows関

係 の ファイル を ログイ ン時 に複 写 す る よ うに した。

setenv

setenv

setenv

LANGJapanese

OPENWINHOME/usr/openwin

LD_LIBRARY_PATH/usr/openwin/lib

setprompt="`hostname`'/,

sethistory=20

setignoreeof

setenvPRINTERipxi ユー ザ1 ipx2,ipx3 なる

if(`tty`!_"/dev/console")then

setenvXAPPLRESDIR/usr/openwin/lib/X11/app-defaults

else

cp/home/env/dotopenwin-init./.openwin-init

cp/home/env/dotXdefaults./.Xdefaults

aliascp1,cp-P.openwin-init/ufloP/.openwin-init,

aliascp2'cp-p.Xdefaults/uflop/.Xdefaults'

aliasmfd'Mount/uflop;cp1;cp2;cd/oflop;sethome=ノuflop,

aliasumfd'sethome=/home/$user;cd;Umount/uflop;eject'

endif
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.logout

大 きな変更 は して あ りませ ん。

の で注意 して下 さい。

ファイルはログア ウ トの時に削除されます

rm/tmp/.pt.err

if(`tty`

exit

endif

.wastebasket

rm-r/uflop/*

.openwin-init

不必 要 な ウィン ドウを開か ない よ うに,起 動 時に は原 則 と して どの ウィン

ドウ も表 示 しない よ うに した。 ただ し,コ ン ソール 用の コマ ン ドツール の

み アイ コンで表示 され ます。

授 業 時 に教員 の 判断 で必要 な ウィ ン ドウを開 かせ て 下 さい。

#!/bin/sh

#.openwin-init-OpenWindowsinitializationscript.

#WARNING:Thisfileisautomaticallygenerated.

Anychangeyoumakeherewillbelost!

cmdtool-WpOO-Ws78577-WP33-Wi-C

.Xdefaults

OpenWindowsに お いて,ア クテ ィブ にす る ウィン ドウをポイ ン タの移 動

だ けで行 える よ うに設 定 した。
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OpenWindows.WorkspaceColor:

OpenWindows.Setlnput:

OpenWindows.IconLocation:
*basicLocale:Japanese

*displayLang:Japanese

*inputLang:japanese

*numeric:Japanese

*timeFormat:Japanese

#40aOcO

followmouse

bottom

3.シ ェル ス ク リプ トを作成 し,保 守 ・管理や授 業 での便 宜 をはかった。現在 は、主 と

して出力用 の ものが 多いが 、今後 も必 要 に応 じて作成 してい く予 定で ある。授業

用 の シェル ス ク リプ トはすべ て/home/binの も とに収 納す る。 これ は、convex

におい て も同様 で あ る(こ こには 、横 向 きに出力す るた めの シェルylprcな ど も

あ る)。

/home/bin/1prlな ど

SunSPARCprinteripx1な どに出力す るた めの シ ェル ス ク リプ ト。

#cshscriptforprint

#

#Usage"lprifilename"

#

if($#argv!=1)then

echo"Usagelprifilename"

echo

exit

endif

1pr-Pipxi-i10-p-w72$argv[iJ

/home/bin/dviprtlな ど

翼丁巳Xで 作成 されたDVIフ ァイル をSunSPARCprinteripxlな どに出力す

るた めの シ ェル スク リプ ト同 。
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DVIfileprinttoSPARCprinteripxi

if($#argv!=1)then

echo"Usagedviprtldvi-file"

echo

exit

endif

if(-f$argv[1].dvi)then

/usr/local/1)in/dvi2ps$argv[1].dvi

exitO

endif

if(-e$argv[1])then

switch($argv[1])

case*.dvi:

/usr/10ca1/bin/dvi2ps$argv[1]

exitO

default

echo"DVI-filenotfound"

echo

exit

else

echo"DVI-filenotfound"

echo

exit

endif

1pr-Pipxl

1pr-Pipxi

4.お わ りに

以上,情 報 処理セ ンター にお けるネ ッ トワー ク システ ムNUICE[1】 の うち,ワ ー ク

ステー シ ョン を中心 とした教 育 関係(の 更新部 分)を 概 説 して きた。 しか しな が ら,こ

の更新 で完成 とい う訳 にはい か ない。 例 えば,

1.お グル ー プ は複数 の授 業 で使 用 され るた め,ホ ー ムデ ィ レク トリの 中に,異 な っ

た授業 の フ ァイル(デ ィ レク トリ)が 作成 され て しま う。 このフ ァイ ル を誰 が管

理 す るのか。 ま た,ど の よ うに教員 間で協 力や 調整 を行 うの か。

2.今 後,電 子 メール や電 子掲 示板 な どの使 用 を本 格 的に行 うこ とになった とき,今
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の様 なユーザ登録 の仕方(机 に対 してユーザ名 を与 える方法)で よいのか。それ

とも,学 生個人のユーザ名 を登録す るのか。

3.そ の とき,全 学 生 か。 それ とも情報 関係 の科 目を受 講 してい る学生 のみ か。

4.ネ ッ トワー クや ワー クステ ー シ ョンの トラブル時 の保 守 ・管 理 を誰が行 うのか。

な ど,検 討 しなければな らない課題は多い。 もちろん,教 育関係以外 にも検討 しなけ

ればな らない問題 も多い。

今後 もよりよい利用環境や教育環境を模索 していく必要がある。特に,情 報 関係

の授業を実施 されている教員の方々の協力をよろしくお願い致 します。
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